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論文の内容の要旨

本論文は、人間とコンピュータとのインタラクションにおいて、これまで使われてこなかった動作を利用

することで、インタラクションのチャンネ jレを増強することを目指すものである。

インタフェース操作を行うための動作として「併行可能な動作Jを規定し、それに基づくインタラクショ

ン手法のアイデアを示した。併行可能な動作とは、既存の操作を構成する動作と、同時にかつ同一の肢体で

遂行可能な動作である。これを利用することで、既存インタフェースとの互換性を保持しつつ、入力チャネ

ルの増強が期待できる。

併行可能な動作に基づくインタラクションの実現可能性および有効性を示すために、ペンや指を用いて操

作を行うタッチ式インタフェースにおいて、具体的な動作を利用したインタフェースの拡張を試みた。

ペンを用いたタッチ式インタフェースでは、ペンを使用する際に人間が行っている動作の中から三つの動

作に蕃目した。まず、空中での手の動作に着目し、ペンを軸中心に回転させる、ペンを軸方向に振る、ペン

を軸と直交方向に振るという三つの手法を入力インタフェースとして実現した。さらに、ペンを握る指の動

作に着目して、ペンを指で強く握る、ペン軸を指で叩く、ペン軸を指で擦るという三つの手法も入力インタ

フェースとして実現した。これらの動作を活用することにより、今まで無視されていた動作をペン入力イン

タフェースのインタラクションに利用可能にした。このようなインタラクションが可能なベン型デバイスを

開発するとともに、それぞれの操作の実行可能性等を評価した。

指を用いたタッチ式インタフェースでは、併行可能な動作として、指を意識的に区別してタッチする動作

を利用した。指を用いた従来のタッチ式インタフェースでは、タッチする指自体を i豆 ~IJせず、タッチされた

産擦のみが入力情報として意味を持っていた。一方、タッチする指を識別することでそれぞれの指に意味を

持たせることが可能になる。たとえば、既存の指入力インタフェースでは人差し指でのタッチと中指でのタッ

チはどちらも向じ l点のタッチとして扱われるが、指を区別することでそれらを加の指示として扱えるよう

になる。このようなインタラクションの実現手法を示すとともに、いくつかの応用例を示した。
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評価実験を通して併行可能な動作がインタラクションに利用できることを示すとともに、複数のアプリ

ケーション例を通して、{井行可能な動作の具体的な利用シーンを提示した。本研究の成果により、人間とコ

ンピュータとのインタラクションのチャネルが増加し、コンビュータに対して人間の操作意図をより伝えや

すい環境を構築することが可能になると考えられる。

審査の結果の要旨

本研究は、コンピュータとのインタラクションを従来とは異なる視点によって拡張するものと考えらえる。

提示された評価実験の結果および試作したアプリケーション例から、今後有効な技術になるとの期待が持て

る。また、タッチ式インタフェースに隠しでも、新たな可能性を示唆するものと評価できる。

一方、「可併行性動作の定義Jと f際発したインタフェースJとの整合性や「既存の指入力インタフェー

スとの差異Jに関して議論があった。本研究に基づいたインタラクションの設計をする襟、有用なインタラ

クション操作を設計するためのガイドラインを示せると良いとのコメントがあった。

学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格を有す

るものと認める。
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